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１ 審査の概要 

 (1) 審査の考え方 

  ・審査は、書類審査、面接審査により実施する。審査では、指定管理者に期待する事項の必要

性・重要性を勘案して設定した審査項目毎に得点を付与する。 

(2) 形式審査（資格要件等の確認） 

  令和４年９月１日（木）～９月 22 日（木） 

 ・申請があった１者について、募集要項で定める資格要件の具備について事務局で審査を行っ

た結果、資格要件を満たしていることを確認した。 

 (３) 委員会による審査（書類審査及び面接審査） 
   令和４年 10 月６日（木） 

  ・提出された事業計画書の内容について、応募者からの提案説明及び審査委員との質疑応答を

実施した。 

・その後、「審査基準」に定める審査項目毎に施設管理の適格性を判断するとともに、提案内

容を審査の上、得点を付与し、指定管理者候補として妥当か検討した。 

 

２ 審査結果 

(1) 「審査基準」に基づき審査を行ったところ、別紙のとおりの結果となったため、「県立長岡

屋内総合プール共同事業体」を指定管理者候補として妥当であると判断した。 

  ①申請資格等の要件 

   ・申請があった１共同事業体について、申請資格及び提出書類の具備を確認した。 

  ②提案内容の審査 

   ・提出された指定申請書の内容等について、書類審査及びプレゼンテーションによる面接審 

査（申請者による提案説明及び質疑応答）を実施し、「審査基準」に定める「基礎項目」 

の適格審査及び「提案項目」の採点を行い、指定管理者候補として妥当であることを確認

した。 

(2) 審査総評 

・「県立長岡屋内総合プール共同事業体」は、新潟県立長岡屋内総合プールを適切に管理す 

る能力を有する団体として認められる。 

・利用者ニーズを踏まえた対応が期待できることから、子供から高齢者まで幅広い世代によ 

る施設利用が期待できる。 

・提案内容は、県民の健康増進や健康寿命の延伸に繋がると考えられる。 

・一般利用者の健康増進だけではなく、トップアスリートの育成も考慮して対応する計画と 

なっており、トップアスリートの合宿等での利用も期待できる。 

・労務管理に関して、関係法令改正の確認や就業規則の見直しなどの必要な対応を適宜行う 

とともに、従業員に対する周知も行っていただきたい。 

・目標数値の達成に向けて、各種事業を計画的に進めていただきたい。 
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〇基礎項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

審査基準 審査項目 審査の視点
県立長岡屋内
総合プール
共同事業体

①業務執行体制 ①-1職員の配置及び構成 ・職員の配置人数は適切か
・事業の実施に必要な有資格者が配
置されているか
・労働法令の遵守や適切な雇用
・労働条件の確保がなされているか

①-2責任体制 ・指揮命令系統が明らかで責任体制
が明確となっているか
・ワークライフバランス推進のため
の取組を行っているか

①-3財務状況及び経営基盤 ・財務状況は健全か
・施設管理を継続できるだけの経営
基盤を有しているか

②安全の確保と
適切な管理

②-1安全対策・緊急対応 ・利用者の安全対策が具体的に示さ
れているか
・災害等緊急時の対応に関する取組
が具体的に示されているか

②-2個人情報の取扱い ・個人情報保護に関する取組が適切
に示されているか

適

②-3情報公開の取扱い ・情報公開に関する取組が適切に示
されているか

適

適

適

適

適
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〇提案項目 

審査基準 審査項目 配点 審査の視点

①管理運営 ①-1総合的な管理運営方針 30 ・管理運営方針は適切で明確に 22.5
方針 示されているか

・申請者に意欲等が感じられるか
①-2 住民の平等利用 30 ・住民の平等利用に配慮した 21.0

適切な考え方が示されているか
①-３ 利用者ニーズの把握 30 ・定期的な利用者意見の把握方法 18.0
と対応 は具体的かつ効果的な提案か

・苦情も含めた意見等への対応方
法は具体的かつ効果的な提案か

①-４ 県内の産業振興と 10 ・県内産品を優先的に活用する 7.0
雇用確保 具体的かつ効果的な提案か

・県内雇用を優先的に配慮する
具体的かつ効果的な提案か

①-5 環境に配慮した事業 10 ・環境に配慮した事業活動の取組は 7.0
活動 具体的かつ効果的な提案か
小計 110 75.5

②プール事業 ②-１ プール施設の利用 120 ・利用形態ごとの実施内容が、 84.0
の実施 形態（競泳・飛込・サブ） 利用者の利便性に配慮した運営

方針となっているか
・目標数値の設定が適正であり、
合理的な根拠に基づく提案か
・利用者確保策は積極的かつ
効果的な提案か

②-2 その他プール施設の 20 ・温浴プールの実施内容が、 14.0
利用形態 利用者の利便性に配慮した運営

方針となっているか
②-３ 水泳教室業務 50 ・県民の健康増進に資する水泳 30.0

教室が充実しているか
②-４ 監視業務・水質管理 50 ・利用者の安全確保のために適切 30.0
業務 な提案か

・水質の適切な管理が可能な提案か
②-５ 利用料金・利用受付 30 ・利用料金の設定が適切であり、 21.0

合理的な根拠に基づく提案か
・利用受付業務の内容が適切か

②-６ 類似業務の実績 30 ・法人等に類似業務の受託実績 22.5
等はあるか

小計 300 201.5
③プール以外 ③-1 トレーニングルーム 30 ・管理、運営方法は適切か 21.0
の事業の実施 業務 ・適切な備品の設置が計画されて

いるか
③-2 会議室の貸出業務 20 ・管理、運営方法は適切か 14.0

・適切な備品の設置が計画されて
いるか

③-3 利用料金 10 利用料金の設定が適切であり、 7.0
合理的な根拠に基づく提案か

小計 60 42.0

県立長岡屋内
総合プール
共同事業体
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④施設の維持 ④設備・備品の維持管理等 100 ・施設の維持管理業務に関する取組 70.0
管理 が適切に示されているか

・現状の管理水準を維持・向上させ
る手法が明確で、その内容に適切な
根拠があるか

小計 100 70.0
⑤自主事業 ⑤ 積極的な提案内容と利用 50 ・自主事業の実施について積極的な 35.0
(提案) 見込設定と利用者確保策 姿勢となっているか

・施設の利用促進及び収入の確保に
つながる工夫を凝らした提案か

小計 50 35.0
⑥広報業務 ⑥ 施設ＰＲと効果的な広報 30 ・施設全体のＰＲに向けた積極的 18.0

かつ効果的な提案か
小計 30 18.0

⑦収支の安定 ⑦-1 収支計画における提案 120 ・指定管理料の比較 120.0
指定管理料 失格となった提案を除き最も指定

管理料の低い提案に加点
⑦-2 収入確保のための目標 100 ・収入確保のための事業目標及び 55.0
設定と重点戦略 重点戦略は具体的かつ効果的な提

案か
小計 220 175.0

⑧その他 ⑧-1 その他特に優れた提案 20 ・基礎項目（適格審査）で特に優れ 12.0
（基礎項目、各様式のその た提案が認められるか
他提案など）
⑧-2 施設の管理者として 10 ・自己点検、評価基準が具体的に 7.0
の自己点検、評価への取組 示されているか
が適切か ・自己点検、評価への対応方針に

積極性があるか
小計 30 19.0

合計 900 636.0

指定管理料（５年間）　県立長岡屋内総合プール共同事業体　　245,700千円×5年＝1,228,500千円  

 

 
 


